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　　太陽鼠紙に就いての蕊望．

Points　Desirous　for　Solar　Observations．

優鷺英太郎　Eitaro　Dαte。

　観測部全謹の乱訴かも知れぬが，特に太陽課員の新陳代謝は甚しい様に思考

するが，これはつまり，アマチュアとして初めて望遠鏡を所有して，最初に覗

く天膿が，書ならば太陽，夜ならば月叉は遊星である＄・！　vaはない．その太陽

を2～3日連綾して観望して見ると，黒黒占群の攣化推移と云ふ物が案外面白いの

で，つい興味の湧くまXに黒黒占の数を数へ，スケッチを探る．これが進んでは太陽

課への入課となる．天界誌上に自己の記紀が他の観測者の記録と並べて稜表さ

れると，逢う嬉しくてたまらない．當分は醇つた様に悪かれた橡に槻測を暗む．

槻五日歎が熟練者より多いのも此頃で，もう面白くてたまらない．所が，この

邊で一一WJ峠を越えて，一寸ゆるみが出て減る．この時が所謂一種の倦怠期（ス

ラン．プ）で，この時をうまく虚した人は，今度は永歯する．この場合，黒黙の

極小期が重なると棄虚者の李が多い．この倦怠期をう1まく腕した人は，本當の

太陽観測の醍醐味に遮進して行く．こうなるともう止められない．一種の中毒

とでも云ふか，記録も確實になり，相封藪法に於けるK項が略一定して來，群

の決定，歎の確認，黒黒占の型の決定，白斑の数へ：方等々，本格的となる．この

順路を踏んで，太陽黒鮎虫封撒報告に，3～4年も連面して，記録を稜表された

人々は，もう朝の洗顔と同じ習慣性で，太陽面を見る事が日課の一つとなって

其後ぽ飴昏惑か甚だしい心境の攣化か，永い病氣か，家庭の事情等の事が無い

限り腰縄する入は無く，熟練せるエキスパ15となる．今，昏昏歎報告の欄で

斯の如き老練家を撰出すると，三澤勝衛氏亡き後は木邊成心氏と沓掛七二氏の

爾氏を學げる事が出品，深甚なる敬意を表する．木邊氏は御自作の75粍反射経

緯壷（無鍍銀鏡）に12．5粍ケルナ1を使用し260倍とし，無鍍銀鏡猫得の鮮麗

なる太陽豫を観測される事正に16年，7糎程度の小反射も，ここ迄活用すれ

ば，機械自身も瀬足の極だらう．沓掛氏も学績観測12～3年（或は其れ以上か

と思はれるが，筆者不詳）故中村要証作の，封物レンズとして第1號のIO糎屈

折自動赤道儀を以て，投映法に依る黒嘉島緯度の槻測をも併せて報告されてる

る．1927年から太陽観測課の末席を汚してみる筆者として，上記2氏の御努力

には只々感嘆の外無い．最近，新進観測者が激氏永績の功を競って居られるが，

批評は差握える．是非共，木邊，沓掛爾氏を範として，釜々精進されん～二とを
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切望する．

　さて，斯の如き要領で，吾が東亜天文學禽の太陽課は，目まぐるしき槻測者

の更迭を繰り返しつXも，老練家のi率：先と指導に依り，貴重なる二二相記数の

記鋒を年々日・々淺しつN，槻測に二進しつN画る事は喜ばしV・限りであります

が，今，孟の相回数法はそのま玉今後も永績する事は勿論言をまたない所で刷

りますが，この相封歎法以外に，吾kアマチュアに途行可能な範園に於て，今

少し其の襯測領域を振出する事を企劃する事は，光輝ある太陽課の歴史に徴し

ても，當然の趨勢ではないでせうか？　山本會長が常に呪えておられる黒八経

緯度の正しい決定，叉，會長が筆者に御漏らし下さった太陽南北牛球の分割観

測，或は叉天界蕾號に大石太陽課幹事が握唱されてるる，黒墨型の新分類と，こ

れに偉ふ新計算減等，帥ちそれである．今，これ等の計書と筆者が有する希望

の2～3を下記し，以て禽員諸氏の御熱考を供するものである．

　イ．黒黙纒緯度の正しい決窺及報告　（山本會長提唱）

　現在迄も，課員中の有志者によって，報告されてるたが，1～2の人を除き，

其の精度は飴夢高いとは云はれなかった．これは＝倉長も注意しておられる如

く，赤道儀を使用される：方のみが，投映法に依って吟行され玉ば，精度はウン

と向上すると思ふ．只，同じ赤道儀にても，反射鏡の場合は筒を三尊する機構

となってみるから，常に一定の向きに固定しておくのが理想だが，接眼鏡を攣

更して太陽以外の天艦の観測にも併用されるのが普通であらうから，矢張り投

映する都度，、黒黙が覗野の蛛蜘糸に滑って動V・て行く様，接眼鏡を廻労して決

定すべきである．屈折鏡の：場合も，他の天艦を観測すればやは1）同じ事をせね

ばならぬが，’でなければ，一度調節しておけば，東西線は常に同じである．

　正しい経緯度の測定には勿論，學會獲行にかNる‘‘太陽画経緯度圖”を使用

するのが便利である．P，　Be，跳を加減するのは勿論だが，　L胃は勿論正しい

中央経度を算出するのが正式だが，中央から何度何分西（＋）或は東（一）と記入

しておV・ても良V・事は會長が指示されてみる通りである．i（天界265號236頁）

　経度を正しく記録する爲にぱ，精度の高い標準時計を必要とする．1分以内

の誤差ですむ様にする爲には，一台正しい時計が入用であるが，朝7時の報時

を利用する事は，正しfO時刻を得る爲に賢明な手段である．

　今一つ注意すべき事は，投映法による場合，東西のみが二二される事で，馴

れ」ぱ何でもなV・事だが，初巳・の間は注意しなければならない．こ・の爲にはダ

？rヤゴナルの使用も便利である事を附記しておく．

　口．南北孚現豪別々に発割して観測する方法　（山本會長案）　　　　　一

　かつて，山本倉長よゆの御便り中に“太陽の南北牟球を，各別々に考えて，

観測すると面白い結果を得るだらう”とあったが，確かに一老すべき問題だと
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思ふ。木星の帯縞が，南北交互に攣化したり，三色したりする事實一郭ち，

南赤道帯縞が濃くなると，北赤道帯縞が濃く．なったり，又，この反回になるか

と思ふと，雨三共同じ位の濃度になったりするが，これ等が，或一定の周期

（マキントシ氏に依れば7．35年，スタンリ．・ヰリヤムズ氏に依ると11．95年を主唱

する）を有してみる事二一を考へ合はせたりすると，太陽の南北野球を，別

々履．Et正して記録する事は，興味ある結果を獲見出來るかも知れない．勿論，

相當長期間に二って二二して見なければならない．

　今一i歩進んで，南北各二二の各緯度に於ける黒黙や白斑の活動厭況を記録す

る事も必要であらう・或は木星帯縞の交互攣化の如き事實を把握し得るかも知

れない．

　勿論，これ等の爲には，赤道儀を使用して，維罐正確な維緯度決定を行ふ必

要がある．、

　ハ．基二番號に統一せ・よ　（筆者提唱）

　尚，ここで筆者の提案として，黒黙群の番號を課の最も老練，且，長期観測

者の群番號の探用を奨めたい．斯くする事に依って，第何番の群と云へぱ直ち

に全観測者に達するのであるから，現在の如く，各自マチマチの番號（各自が

品品開始以來の温点）を使用するより，偲ての場合便利であ1，統一し易い

し．又，初心者が，群の数へ方に迷ふと云ふ問題も解決され，七って；毎日の

二二数も揃って來ると云ふもので，極大期に於ける群の数へ方の誤りによる相

封数の相違は甚いハものがある．その代り，毎月始め及び複雑な群，澤山の群

が出た場合等には，“急報”上に三野に圖解して，群の決定や，番號の取違ぴの

誤り無き檬，指導すれば萬全と思考する．本倉では木邊氏の番號を採用すべき

は言をまたない．名構は“基準番號”が良いだらう．そして報告には必ずこの

基準番號を使用しなければならないが，自己の開始以來の三三を捨て難い人は，

各自の観測帳に附記しておけば良V・．

　二．黒山型の瓢分類法と黒黙型に青る強度附興法　（大石辰次氏案）

　とれは，今迄天界に度々嚢表された大石幹事の二三になる案の二丁である．

黒二型につv・ては，大英夫文協會（B．A．　A）で決められた5っの標準…型があ

り，本邦でも，故中村要氏が，“趣味の二二観測，，や“天鰹望遠鏡の作り方”等

に掲載されてるるので，太陽観測者中には，この型に興味を有し，常に観測帳

に誤記の黒黙型を決定して，記録されてみた人もあると思ふ．筆者も其1人で，

1935年以來の観測は，このB．A．　A式に依る黒黒円型の記録をズツと二けたも

のである．が，往々にして，B．　A．　A式の5型中の，どれにも決定し鮫ねる

複雑怪奇なる群に出遇して，閉口した事があり，其都度，今少し詳しく黒黙型

を細別する必要がある……と常に老へてるた慮　この希望を大石氏に依って充
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たされるに至った亥第で，小生多年の懸案だつた丈けに，黒黙型細別（東亜天

文學山型とでも構すべきか）に努力されつ玉ある大石氏の獲案には大賛威した

次第であるが署それと共に，筆者が一封藪法に回して抱いてみた不瀟一小さ

い群でも，大きい群でも，．只箪に藪のみに頼る不自然性，印ち黒鮎面積とは無

二二一を，同論も痛感され，型に依って其彊度を異にする：方法を二二された

事に回しても，同感の意を表した次第である。併し乍ら，敵國の護減した型と

は云ひ乍ら，B．　A．　A式の分類法は往昔から混く』 S世界に探用されて來た丈け

に，これの改善や或は三二式の決定には蝕程愼重なる考究塗廻らす必要があ

り，課員諸君の槍討を切望するものである．

　大石氏の分類法（天界244號253號及261號）に：獲表された黒黒占型の分類は，

初心の：方に話しては，或は直々煩雑すぎるかも知れないが，しかし，長期連績

観測に從事し，極小極大のあらゆる場合に當面して來た筆者としては決して煩

雑すぎはせぬ、と思考する．：否，未ぎ々々大石式分類を以てレても決定し蕪ねる

淵の出現は充分に老へられる．が，まづまつこの程度の細別なれげ，大抵のも

のは決定出島る事と思ふ．

　大石氏がこの細別を老匠される迄には，B．　A．　A式の饒りにも大雑把な分類

法は愛想をつかせての結果だと，自分は思考する，事ほど左様に黒黒占の形態は

千差高島である事を，初心の人は充分銘記すべきである．観測者にしてB．A．A

式による高話型の決定に渡頭せる士は，必ず．大石氏同様の念に駆られる事は，

必定であらう．筆者としては天界261號に獲表された分類法が，先づ最も無難

かと思考する．

　大石氏の分類法を充分取捨撰撫両蓋の上，學會式分類法の，一日も早く完成

されん事あ切望するものである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　インテンシティ

黙樫の問題と共に・其の木小に封ずる群量（詠出）の幽幽であるが・こ

れは即ち，相応数法の足らざる塗補ふ爲には，興味ある方法と思はれる．其の

：方法の詳細については，261號に詳しく記されてみるから，略するが，其の張
　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
度を附輿する手段には，大石試案の如く，黒鼠型に二二した係藪を果する方珠

も考へられるし，叉，占むる面積の廣さに依って，湿るで定の大きさの群を基

準として，『その面積の相違せる丈けの二二を乗ずる方法も考へられる．が，後

者の場合は，廠密に言へば，球面投映を併用しなければ，正しV・決定が出來ぬ．

厄介さがあり一例ぴ，投映法に依り，セクション・ぺ1パの目を利用する簡

略法に依るとしても．一前者の如き簡便さは得られないから，素人としては

大石氏案を，今少し検討の上，採用すべきであらう．

　大石氏は例の蝶形圖形を基礎として，緯度量なる係籔の採用を提唱しておら

れる．興味ある提案だが，筆者は今直ちに其の採用には疇躇するが，充分槍討
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し，適正なる註記決定の上，・採用する事は，彊ち斥くるべきではないと思ふ．

　以上は，新しく提案された問題たが，以下は，今迄も記されつS，飴り實行

されない：方法の再検討である．

　ホ．自斑の観測
　白斑は羊毛斑の著しいもので，黒貼同様な現象であるに係らす，之れ迄は，

黒黒占観測のお添物的存在に過ぎなかったが，今後は白斑観測をも，黙胴様，

重要親し，且，白斑の数値表（黒鳥に於ける相封撒の如き）を天界誌上に獲表さ

れん事を力出し度V・．勿論，官斑は，黒黙の如く，太陽面上何虚に於いても明

瞭に認めちれない虚に，観測上の困難があるが，現在の所，．直接槻測法に於て

は周邊に於いて見ゆる・白斑のみを蛾⑳扱ふの外無い．3糎級にも可なり良く認

祐ちれるが，5e」8糎級な耽ぱ小型の・自斑をも大抵見逃す事はないと思ふ．但

し，サングラスは，適時な濃度のものを使用し，且1サングラス及接眼鏡の限

覗．レ・ンズは常に清潔にしておく必要がある．特にサングラスの眼に託る側は汚

れ易く，度メ「酒精叉ばレンズ清潔液（アフノ1ル，域：はレンズクリ1ナ液）を

以て，清拭して器くべきである．サツグラスの汚斑の爲に，白斑や小黒黒占を見

逃．す事は非常に多い．

　白斑の記録法燈あるが，今迄は，只，黒熱記録欄の右端の方に，東縁と雨縁．

とに分けて記入する様に1なってみるが，ヒれも最：初は只輩に‘噛斑”とのみ記

されてあった爲に，白斑の群か，数か，判らなかったが，最近歯群と明記され

たので，判然とした次第で，白斑も黒黙同様，群と数の裏方を記録すべをを主

張する．且，是非共，南前部，北前部，南後部，北後部の．4覆分に分けて記録

したい．叉は，南西縁，1北西縁，南東繍北東縁としても良い．赤道儀を使用

する人．は，白斑の緯度を測定する事をお奨めする．

　要するに，白斑を，今迄の居候扱ひから，主客扱ひと改めたいと云ふのが3

筆者の懇望である．

　へ紅勇召の「観測

　紅焔（プロミネンス）の観測は，特殊な分光器（紅焔用分光器）を必要とするの

と，其の分光器が，直観用の最も簡軍なものでも，國産で500圓程度の費用を

必要としたため，本邦ではアマチ」で紅焔観測に專念された人は庇い．故申

村要氏が7糎反射経緯墓で，叉，故スコフィ1ルド氏が21糎カルゾ鏡で，それ

ぞれビルが製の焔魔紅焔鏡を用ぴて，観測された記録があるのみである．要は，

紅焔分光鏡が入手出選れば良いので，機械は8糎以上で出此れば手動赤道儀を

必要とし，透磁を期すならば，時計付き赤道儀なれば申分ない．経緯蔓にして

も，微動装置さへ完全なれば，熟練に依って使用出來る事は上例でも明らかで

ある．
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　三二では，ヒルが三二りからアマチュア向きめ紅焔鏡を費出してみるせいも

あるが，ア，vチュアでも紅焔の連言三園を行ってみるのは羨ましい．

　日本のアマチュアが20年來，相封藪法に執着してみる有様はイササカ面恥し

い感が無いでもなV・．勿論，全部が全部，紅焔を槻回せよ等と云ふ事は云はな

いが，フヰルム・レプリカに依る三三グレーチングを使用した簡易紅焔鏡の製

作を二二かの光學丁丁，叉は機械製作所に提言し，例ぴ，1人目も眞面目に紅

焔の連績観測を行ふ人の出現を期待し度い．

　紅焔について，今一つ考ふべき問題は，分光太陽鏡（スペクトロ・ヘリオス

コ1プ）．或は太陽分光丁丁鏡（スペクトロ・ヘリオグラフ）の製作である．勿

論，其製作は困難であるに蓮ひないが，併し，反射や屈折の自動赤道儀を自作

する腕があれば，彊ち製作不能ではない．手先の器用な人で，機械工作（金工，

木戸）に堪能な人なれば，詳細な設計圏さへあれば，製作は案外容易であらう．、

勿論現在ではへDレ博士の設計になるアマ碗ア用の凸型光鏡の青三二設

計圃を入手する事は不可能だが，原理は判ってみるのであるし，問題は，分光

に必要なアリズム或は反射李面グレ1チングの製作と，アンダソンの回敷プリ

ズム使用の二二は，このプリズムの作製の問題である．勿論これ等は，三門の

光學倉履に製作を依頼しなければならないが、他の部分は自作でs或は既製の

中古品で，間に合はせ得ると思ふ．例へば，シτロスタツトの動力は，大型目

畳時計或は古蓄音器のモータ1等を使用するとか，二色像を振大するル1ぺは

大型虫メガネを使用する事の如きである．

　今，1例を具三三に記せば，シ1ロスタットの第1鏡を直径13糎とし，第2

鏡を直径11糎，三物レンズ或は二二黙凹面鏡（径10糎，焦黙距離5米），コリ

メ1タ・vンズの代りとして，凹面鏡を使用し，これの直径7糎，焦黙巨離4

米，反射三面グレ1チング（65三角），とすると，5糎径の下色太陽像が得ら

れ，2倍のル1ぺで10二三に鑛大した像の1部分を見る課で，之以外にスペ

クトル線を攣移させる爲の4行4面のライン・シフタを必要とする．二二以上

が，へDレ博士案の要黙である．これを，へVvt4士案の震動スリ。ト澹に依

るか，叉は，アンダソン博士案の二丁プリズム法のどちらかの：方法を探用し

て，箪色像を得るのであるが，廻遊プリズムさへ，脚下會杜叉は機械課で製作

出品る様ならば，後者の：方が製作が容易だらうと思はれる．省，三韓プリズム

は小型モ1タ1で二二させる．

．これ等の光三二と設計圖をセ。トとして責出す様な光二二肚が有れば，本邦で

も，そちこちにアマチュアの私設太陽槻弓所が出現するであらう．思ふだに痛

快な話ではないか1

　　　　　　　　　　　　　　　（以　上）
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　　私見を添ふ一　　　　　　　　　　 山本一清
（互）太陽面上の黒黙の総数や群の歎を毎日算へることは1850年代からスヰス

のチウリヒ天文毫のラルフ教授が始めた観察法であって，今から八九十年も前

は此の事業は専門家として無界への立派な貢献であったのだが，今日になって

見ると，方法の黒占に於V・ても，器械の鄭に於いても，飴りに簡輩で，何となく

物足りない感じのする人が，アマチュアにも多かろうと思ふ．’しかしながら，

自分の意見としては，此り：方法は，此のまNの方法と形式とを，少しも憂へす

に，永久に績けることが，非常に大切であると思ふ．いつも言ふ通り，この事

業の目的ぱ，最も根本的な太陽面の攣動を見，その法則を獲見するにあるのだ

が，これがためには，同じ器械と同じ方法で（三諦れば，同じ人が）成るべく

永く観測を織績することが必要である．若し此れを，5年や10年毎に（時代の

進歩や器械の進歩といふ黙のみを念頭に置いて）方法を攣へたり，器械を憂へ

たりレて，槻測を行って行けば，その度毎に個人差や器械差が甚だしくなつ

』て，前後何十年にわたる翻心結果には一貫性が欠け，從って鳴れを一様に整理

する乙とは全く不可能になる．

　ラルフ教授の小鼻と，其の太陽面心の動機や方法などは“天界”第62號に詳

述した所であるが，彼が始めた：方法は，今から思へば極めて簡輩であるため，

それだけ転入差や器械差も軍立であって，口径75センチ，倍…率64倍の屈折望遠

鏡によって太陽面を直止することにより，言はR’，誰でも，直接にラルフ教授

自身の之の槻測結果と比較することが馬首る利便があるのである．若し，ラル

フ以下，ヲルフア，ブルンナ其の他の人々が，年々その方法や器械を攣へて行

ったならば，此等の人々の観測結果は到底直接の比較が出來ないぼど複難なも

のとなり，從って，黒貼出現の週期や，其の他の研究問題を決定するのにも，

非常に複雑多端な手段を執らねばならなくなり，却って，問題を解いてみるの

やら，複雑化してみるのやら，わからないことになる．もっと近い話が，かの

三澤勝衛氏の連綾観測にしても，三澤氏は15ケ年の間あの砲塁な方法と器械と

を攣更しなかったから宜いのであって，若し三澤氏が，毎年苺月“改良進歩乳，

と稻レて，：方法を攣へて行ったら，其れを後代の人々の身躯と直接に比べるこ

とは出帆なくなり，學術上は，三澤氏の襯測が箪に“昔話し”といふ以外に，

何の心念も無いことになるかも知れない．

　吾・kが常に々々考へて居なければならなv・ことは，太陽が，10年や100年の

如き短かい年藪を遙かに超越した永V・壽命のものであること．從って，黒勲の

週期が果して何年であるかを定めるだけのためにも，同じ器械と，同じ方法で，

何千年とか何萬年とかにわたる二二観測をしなければならぬのである．（例へ

ば，東京から大阪までの鐵道線路の長さを測量するのに，或る時は日本尺を使
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つたり，叉回る時には英國式のフィ1ト・インチ尺を使ったり，それから又，

“改良進歩”のつ恋りで．あとはメ1トル尺を使って測ったりし・た場合には，測

量の精度には向上があっても，結局の日的たる東京大阪間の距離を算出するた

め．には，非常な二二をかけなければなちぬ～二ととなる．それよりも，始めから

隔りまで同一の日本尺のみで何尺三寸と測って行くのが便利である．）

　自分の希望する所は，黒黙の観測としてはヲフル教授の：方法と少しも攣へな

いで，何時までも績ける人が，世界中に十人や二十人は是非ぼしいのである．

叉，若し，全く新しい方法で観測し始める人があるならば（例へぼグリ＝チ天

文墓iで，1873年立山，爲眞法を實施してみやるやうに，）それも亦その：方法を後

漁者が相優して，天に太陽の存在する限の，何千年も何萬年も永績させたいも

の容ある．かうした観測事業は，十年まりも百年，百年頃りも千年と，永けれ

ば永いほど煩値は高くなるのである．一かう「し・た事業には，職業的天文家よ

りも，アマチュアの方が適してみることも是非老へ．なくてはならない．職業家

鼠，その地位や，組織や，命令系統の都合などによって，人や方法の永く不攣

といふことは望まれない場合が多く，又，観測に誠實を欠き，“八百長”に終

ることがある．しか・し，アVチュナは其んな欠黙が無く，誠意を以りて一一erす

る之とが出來る．只，方法の軍調なのに飽造るといふ人が出來るかも知れな．い

が，そんなことでは，悠久な三二を相手にする資格の無いわけである．

（2）黒窯の維緯度を決定することは，やって見れば非常に興味あるものであ

る．幸ひ本誌には’o‘太陽面輕緯度圖”を作製配布してみる．し，年鑑に、ばP，8。，

L。が書いてあるかち，資料に不足はない．只，これ忙は赤道儀式の回忌鏡が

必要である．勿論，これ像，自働式でも，手丸式でも，何れでも宜い．

　この頃のやうに，毎日，太陽面上に現はれる黒黙の藪が少い場合は宜いが，

極大期が近づいて，黒黙の歎が増し七島ると，それらの一’つ々々の経緯度を測

定するととは，非常な手数を要し，時闘を費すこととなって，アマチ；一ア達に

は重荷となることがあるかも知れない．それに，又，個々の黒黒占の形が複雑と

なって．vたてよとに延びた不規則型となる場合もあるかち，一帯どの黙の経緯

度を測って宜いやら，判噺に苦しむこともある．一～二んな場合には，維緯度

岡の上に取り敢へす太陽全面のスケ．ツチだけして置いて．あとでゆっくりと，

個kの経緯慶を測定するのが言い．術，この序でに，伊達氏が，黒黒占群の標準

三三を，本協會の太陽課として，老練家が定めた方が，課員全部のために便利

であるといふ主旨を言ってゐられるが，かうした番號は，しかし，各観測者が

其の日・ξ々々に必要なのであって，あとから誰かに定めて貰ふと言ったのでは

間に合はないことが多．いから，伊達氏ρ注文は全く慮じられないと思ふ．Lt9か

しながら，若し課員各人が，上述した如く，経緯蔭言の上に直接に毎日の黒血
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をスケチして，課長の所に邊って貰へば，必要に慮じて，番號を附けることは

出遺るわけである．叉，赤道儀を有たないで，経緯壼の望遠鏡だけを有ってみ

る人も，白紙の上に太陽全面．ヒの黒黒占の配列をスケチして，課長の許に邊って

貰へば，課長は課員全部から集まる種々のスケチを比較研：寵して，羽黒黙に番

士を附したり，経緯度を定めたりするこどは出締る．故に，自分は，今回の二

女氏の希望文を機縁として，多くの課員諸氏から毎日の太陽面のスケチを逸ら

れんことを薦めたい．即ち，繰り返せば

　　A．赤道儀を有つ人は，投影法によって経緯度線座上に直接にスゲチする

　　　　こと．このため特別安心な経緯度線圖を本禽で作製し，希望者に配布

　　　　する．

　　B．経緯豪を七つ人は，白紙上に直径10センチ．の太陽像を書いて，其の上

　　　　に黒黙をスケチし，東西線め方向を書き入れて，課長に逡ること．

自分は，藪年前，瀬戸の本田氏から太陽面（維緯度二上に）のスケチを毎日邊

って貰って，研究上に大志便利を得たことがある．自分は，かう．した毎日のス

ダチから標準的な太陽面圖を作製して，毎年365枚づN一思めに，研究報告と

し’て獲表したV・と思ってみる．．そうすれば，世界に殆んど例の無いものであっ

て，（グリニチの太陽篤眞と相待って）弓丈學者にも，三思學者にも鑑ばれるこ

とと思ふ．かうした事業は，，一ケ所やニケ所の観測所では出來ないことである

が，本気のやうな杢國に會員が分在してみる會の事業としてのみ，可能なこと

である．創立20年以上もなる本愈としては，とれはもっと早くから實行したが

ったのである．自分は，本愈の太陽課員に“是非”と頼むわけではないが，相

當な熟練家（スケチの）と，熱心家とを少くとも五六人（或は十人ぐらゐまで）協

力して頂きたいと切望する．

　自分は，素生から考へてるることであるが，本課員の中に太陽面を三二観測

する人が多くて，投影観測する人が少いのは，何故であるか？　勿論，投影よ

りも直覗の：方が個々の黒黒占を詳細に観察し得る便利はある．しかし，詳細に観

察することだけならば，大きい器械を用みるに越したことはない．“詳細なこ

と”も必要だが，しかし，今日の太陽學の進歩のためには，“詳細”の黙は劣っ

ても，太陽全面の形勢を絶えず一定の能力で監嘉する必要があるのだから，こ

のためには“投影法”が却って良いと思ふ．故に，自分の希望としては，二品

法と投影法とを大に奨めたいのである．

　1両，“相封数”の計算法についても，自分は意見を有ってみるが，しかし之

れは近いうちに大正以來の本課員の観測結果を整理するつもりであるから，そ

の時に述べることとする．

〈3）太陽面上の諸現象を，南北爾孚球別々に取り扱ふことは，十数年前から
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自分がいろんな場合1ヒ人にすSめてみる所である．つ．まり，黒黒占にしても，白

紋や紅焔にしても，づルナ等にしても，太陽面上の南牛球と北牛球とでは，直

接に關係は無V・のだから，吾kは太陽を一つと考へす，むしろ，天には“二つ
　　　　　　　　　　　　ヒ
の太陽”が存在するといふ想定の下に，あらゆる研究をすることは興味がある

と思ふ．ととによると，観測者が分養して，太陽の北黒球のみを槻測する人

と，南町鳶のみを概回する入とが出來ても卜いわけである．

　太陽面は子午線の東西に之れを二分することは船脚ない．東牟球上の現象は

皆そのまX西牛球へ移って行くのだから，この爾卓球は，決して南北爾孕球の

如く別菱では無い．

（曝）太陽面上の白墨を系統的に観察することは大に奨下すべきである．これ

には，南北雨野球について，更に東部と西部とに分類した方が宜いと思ふ．

（南北雨牟球の太陽面の諸現象が相互ひに無關係である如く，白詩は，太陽の

東縁と西縁とが饒り離れ過ぎてみるため，これも相互に無關係と一夕考へられ

る，從って，忍野に解しては，天に“四つの太陽”が在ると考へても賜いわけ

である。）

（＄）紅焔の予測は，伊遽氏も熱心に質行してゐられるし，田上にも器械はあ

るから，毎朝の槻測を實憎してわる．しかし，これは一般のアマチュアに希望

することは出來ないだろう．一寸特殊の分：光器が要るのだがら．

　紅焔は非常に急激に攣動ずるものだから，若し之れを観測するのなら，毎巳

2～3回槻序する必要がある．それで，すいぶん多忙となり，從って他の種類の

観測を放郷してか玉る程にしなければなるまい．紅焔を毎日一回ぐらゐ（しか

も曇天には，當然欠ける）襯陣するのでは，紅焔の眞相はつかめないと思ふ．

（s）分光太陽鏡（スペクトロヘリオスコ1プ）は分光太陽鳥眞儀と共に璽要な

ものであって，殊に爲染分律儀は職業家に適してみるが，分光鏡の方はアマチュ

アに適してみるものだから，これが幾つか我が國にも設置されると宜いと思

ふ．田上には之を設けるつもりで，深さ7米の垂直孔が堀ってあるけれど，未

だ設備は出來上ってみない。これについて，最も大切な部分品はプリズム叉は

グレ1チングである．高い能掛のグtrIチングが容易に入手し得るやうになる

までは，この設備は普及し得ないのは言ふまでもない．尤も，へ1ル博士自身

が筆者にかつて語った如く，この分光鏡には未だ標準型といふものが無いのだ

から，、今後いろいろと新型が獲明される可能性もあるわけである，（維）

　斬星が三見された　近着の1．A．　U．回報961及963によれば，去る九月5日ド

■ツ國ホフマ・fスタ氏は鷲座の牽牛星の返くに一新星（12等級）を三見した由・

（言羊細は急報639を見られよ．）


